
参加希望の方は所定の申込用紙に必要事項を記載し、FAXでお申込いただくか、メールでお申込ください。　
※当日参加も可能ですが、託児所は事前予約が必要ですのでご注意ください。

群馬大学医学部附属病院
医療人能力開発センター

T E L  (027)220-7736
FAX  (027)220-7808
E-mail c-center@gunma-u.ac.jp

群馬県医師会　庶務課（担当：遠間）

T E L  (027)231-5311
FAX  (027)231-7667
E-mail gmoffice@mail.gunma.med.or.jp

お申込み
・お問い
合わせ先

主催：群馬県医師会　　共催：日本医師会
企画：群馬大学医学部附属病院医療人能力開発センター / 群馬大学医学部医学教育センター

6．閉会の言葉　  山田邦子　（群馬県女医会会長）

5．シンポジウム　　テーマ「私のターニングポイント」

4．講演　　医学生と群馬大学医学部附属病院医師より　－それぞれの声－

司会進行　永井弥生（群馬大学医学部皮膚科・医療人能力開発センター副センター長）

1．開会の言葉 有坂　拓（群馬県医師会理事）

2．あいさつ 田村遵一（群馬大学医学部附属病院　医療人能力開発センター長）

3．女性医師をめぐる取り組みの紹介
　　①保育支援事業「保育サポーターバンク」について　
 今泉友一（群馬県医師会理事）

　　②医療人能力開発センター・医学教育センターリカレント部門の紹介
 菊地麻美　（群馬大学医学部医学教育センターリカレント部門）

アナライザーを用いたアンケートもあります。ぜひご参加ください。

【座長】　　齋藤貴之　（群馬大学医学部附属病院血液内科・腫瘍センター）/　永井弥生

【座長】　　岸　裕司（周産母子センター）/　有坂有紀子（放射線診断核医学）

① 医学生より・知りたいこと不安なこと 内田恵理子 （群馬大学医学部医学科5年）

② 若手女性医師より・現在の仕事とこれから 常田祐子 （第二外科シニアレジデント）

③ 診療科紹介１・女性医師支援と期待すること 麻生知寿 （麻酔科・蘇生科医会長）

④ 診療科紹介２・女性医師支援と期待すること 岡田恭典 （小児科病棟医長）

⑤ 先輩からのアドバイス 平戸純子 （病理部副部長）

女子医学生と研修医等を
サポートするための会
―医学生と医師・それぞれの声とシンポジウム―

日時●平成24年2月4日（土）14：00～16：00　（受付13：30より。終了後、情報交換会がございます）
場所●群馬大学医学部記念会館　刀城会館　（託児所を用意いたします。要予約）

シンポジウムのテーマは「私のターニングポイント」。仕事を続けていく過程では、誰にでも悩みや壁があります。
どうやって乗り越えた？自分が変わるきっかけとなった出来事は？仲間や先輩の話を聞いて考えましょう。

Wind Joy Net Plus Meeting ぐんま版

男性もぜひ
ご参加ください

プログラム
（前橋市昭和町３丁目39-22）



FAX:027-231-7667
女子医学生と研修医等を
サポートするための会

申込書
（主催　群馬県医師会）

◎　託児室を利用されますか。　（　はい　・　いいえ　）

はいの場合のみ、お子さんのお名前、年齢、性別、連絡先を記載ください。

①　お名前　（　　　　　　　　　　　）　　　歳　　（　男　・　女　）

②　お名前　（　　　　　　　　　　　）　　　歳　　（　男　・　女　）

③　お名前　（　　　　　　　　　　　）　　　歳　　（　男　・　女　）

④　お名前　（　　　　　　　　　　　）　　　歳　　（　男　・　女　）

連絡先：〒　　　　　ー

　　　　電話番号（　　　　　　　）　　　　　　　　ー

　　　　FAX番号（　　　　　　　）　　　　　　　　ー

出 席 者 氏 名

医療機関（大学）名

※託児室を利用される方は、準備の関係で１月

　27日（木）までにお申込ください。申込書で

　得られた個人情報は、参加者確認と緊急連絡

　に使用いたします。

※自家用車でお越しの際は、群馬大学医学

　部附属病院の駐車場をご利用ください。

　（必ず会場へ駐車券をお持ちくださるよう

　お願いいたします。）
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